
若者の声をきくから影響力の発揮へ ― スウェーデンの事例から 

1. 問題提起 

●​ 18歳選挙権導入から10年 
●​ 日本の主権者教育：「教える教育」中心 
●​ 次の問い：若者の声は社会に届いているか？ 

2. スウェーデンの若者政治参加 ― 注目すべきデータ 

●​ 気候変動ムーブメントの象徴：グレタ・トゥンベリ氏の出身国 
●​ 若者投票率：80％超 
●​ 国会議員の約10％が30歳未満 
●​ 過去に18歳の国会議員が誕生 

→ 高い政治参加は「意識」ではなく​
 日常的な社会参画の機会の多さと仕組みによって支えられている 

3. 日常に埋め込まれた若者の社会参画 

① 学校：民主主義を教える使命をもつ 

●​ 教育法に「生徒・児童の学校への影響力の発揮」を明記 
●​ 生徒の声が給食／学校行事／校則／などの学校運営に影響 
●​ 生徒会 / 生徒組合が生徒の権利を守る活動 

② 若者団体・サークル活動 

●​ 若者の約7割が少なくとも1つの団体に所属 
●​ 自由な余暇活動 / 地域に影響力を発揮する「ユースカウンシル」 
●​ 結果として民主主義の実践の場 

③ ユースセンター（地域の若者の居場所） 

●​ 家庭・学校・職場以外の第三の場 
●​ 自由に集い、語り合い、企画を生む 
●​ 多様な声が交差する公共空間 

4. 若者政策が支える社会参画の基盤 

●​ 若者団体へ年間数十億円規模の公的助成 
○​ 助成金は人件費・施設賃料にも使用可能 → 活動の「継続的な基盤」を保障 

●​ ユースカウンシル（若者評議会）は自治体制度内に位置づけ→ 首長交代や政治状況が
変わっても若者の参加の場は維持される仕組み 

○​ ヨーロッパ全体でも若者代表の制度化は広く進展​
 　・EU公式比較調査（Youth Wiki）では、欧州約34か国のうち“およそ半数”が国
レベルのユースカウンシルを法律で位置づけ​



 　・法的規定がない国でも政策形成の正式パートナーとして協議対象となり​
 　　公的資金を得て活動する国が多い 

○​ European Youth Forum には欧州全域で43の国レベルのユースカウンシルが
加盟 　→ 若者代表組織が各国の若者政策の公式パートナーとして機能 

●​ 若者政策の明確な目標　「若者が社会に影響力を発揮できるようにする」 

5. 見えてくる本質的条件 

●​ 表層的な主権者教育・選挙啓発だけでは不十分 
●​ 若者の社会参画（Youth Participation）とは、若者が自身にかんすることを自己決定し
社会に影響力が発揮できること。自己決定のためには適切な機会、支援、空間、手段、

権利があることが条件。 
●​ 本質は大人世代亜kら若者世代への「権限委譲」の問題 
●​ それを可能にする前提 　大人世代による若者への信頼 

6. おわりに 

●​ 若者の声を「聞く」から：若者が影響力が発揮できる社会へ 
●​ 参加の場 × 受け止める制度 × 信頼 　→ 持続可能な民主主義の基盤​
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